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＊broncolor® はBron Elektronik AG の登録商標です。＊datacolorおよびSpyderCHECKRは米国datacolor社の商標、または登録商標です。＊Elinchrom®はElinchrom SA.社の登録商標です。＊Godox® はGodox Photo Equipment Co. Ltd. の登録商標です。
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＊Rosco、Cinegel、およびE-Colour+は、Rosco Laboratories Inc.社の登録商標です。＊x-riteおよびColorCheckerは、X-Rite,Incorporated社の商標、または登録商標です。 ＊コダックおよびラッテンの各用語はコダック社の登録商標です。
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フラッシュ光解析モードを搭載 閃光時間と露出（F：絞り値）を
表示します。

【測定画面】閃光時間1/250秒で撮影 閃光時間1/17,800秒で撮影

HSSフラッシュ撮影通常のフラッシュ撮影 【測定画面】

閃光時間を数値とグラフで
表示します。

【閃光波形グラフ画面】

ハイスピードシンクロの露出測定が可能

スピードマスター L -858D

主 な 特 長

■ フラッシュ光の閃光時間測定やハイスピードシンクロの測定が可能 

■ 低照度、低輝度（入射光で－５EV、スポットで－１EVまで）測定の性能向上

■ フラッシュ光電波コントロール対応

入射光式 反射光式（1°）
ワンタッチ切換

フラッシュ光定常光

露出プロファイル対応

閃光時間を数値とグラフで表示します。1/40～1/55 , 0 00秒、
t=0.1～t=0.9まで0.1ステップで変更可能です。

専用トランスミッター（別売）をL-858D本体に装着する事で、対応したブランドのフラッシュワイヤレスコントロールが可能となります。

高速フォーカルプレーンシャッター同調の、ハイスピードシンクロ機能で
発光するフラッシュの露出測定ができます。

・3種のトランスミッターが装着可能
トランスミッターにはBroncolor用、Erinchrom/Phottix用、Godox用の3種類があります。L-858Dの電池ボックス内に装着する事でワイヤレスでフラッシュ発光や
光量調整、モデリングランプのON/OFFが出来ます。機種によってはモデリングランプの光量調整やハイスピードシンクロの発光、光量調整も可能です。フラッシュ光
解析モードでの発光にも対応しています。

・各グループごとの露出と全灯発光時の露出を同一画面で表示可能
同じチャンネル内で割り当てたグループのフラッシュ単体の露出は各グループボタンの上に表示され、ALLボタンをタッチするとチャンネル内全グループのフラッシュ
が発光、トータル光量が上部に表示されます。全グループを選択した状態で光量をアップダウンすると、照明比率を保ったまま光量を調整することができます。

フラッシュ光電波コントロール

HSS
HSS

フラッシュ光解析
FDA

フラッシュ光電波
コントロール機能

【RT-EL/PX装着時】【RT-BR装着時】 　　 【RT-GX装着時】

【RT-EL/PX フラッシュパワーコントロール画面】【RT-BR フラッシュパワーコントロール画面】
　　 

【RT-GX フラッシュパワーコントロール画面】

・モデリングランプコントロール
モデリングランプのON/OFFと光量調整が可能
です。（光量調整はRT-EL/PXとRT-GXのみ）

・ワイヤレスでのフラッシュ閃光時間解析
フラッシュ光の閃光時間測定もワイヤレスで行う
ことができます。（全機種対応）

・HSSフラッシュコントロール
ハイスピードシンクロの発光・測定や光量調整も
ワイヤレスで可能です。（RT-GXのみ）

【モデリングランプ調整画面（RT-EL/PX）】 【フラッシュ光解析電波トリガーモード】
　　 

【HSS フラッシュ光電波トリガーモード(RT-GXのみ)】

RT-GX
JANコード 4962294012069

RT-BR
JANコード 4962294012076

RT-EL/PX
JANコード 4962294011888

L-858D
JANコード　4962294011857

トランスミッター（別売）

製品ページ▶

露出計アクセサリーページ▶



露出プロファイル機能搭載

スピードマスターL - 8 5 8Dの露出プロファイル機能を使用することで、ご使用になるデジタルカメラのシャドーからハイライトまでの
撮影露光域（ダイナミックレンジ）を液晶表示下部のアナログスケールで確認することができます。アプリケーションソフト
Da t a  T r a n s f e r  S o f t w a r eをダウンロードして使用します。

入射光式と反射光式（スポット側光1°）の切り替えが可能

スピードマスターL - 8 5 8Dは1°でのスポット測光機能を搭載。定常光でEV - 1という低輝度状況下でのスポット測光が可能です。
入射／反射の切換えはタッチパネルのアイコンをタッチして行えます。

生活防水機能搭載

水しぶきや多少の雨でも耐えられるJ I S 4級の防沫形を採用
しています。

分離測光は日中シンクロなどのミックス光での露出測定に便利な
機能です。一回の測定で全光量に対するフラッシュ光の割合を
10％ステップで細かく見ることができ、液晶下部のスケール上でも
フラッシュ光、定常光、全光量の測定値が表示されます。

フラッシュ光と定常光の分離測光

フラッシュには赤目防止やフラッシュの光量調節のため、メイン
発光の前にプリ発光を行う機材があります。通常の設定では
プリ発光を測定してしまいメイン発光が測定できない場合に
プリ発光回数（キャンセル回数）を設定します。

フラッシュプリ発光キャンセル機能

L-858Dは写真撮影用の露出測定機能だけではなく、ムービー撮影・映画撮影向けの露出測定機能も装備しています。デジタルカメラの
ムービー機能やデジタルビデオカメラでの撮影に適したHDシネカメラモードと映画撮影用カメラに適したシネカメラモードを搭載
しています。

デジタルカメラのムービー機能やデジタルビデオカメラに適したモード
です。I SO感度、シャッター速度、フレームレートを設定することで、
0.1ステップ毎の絞り値表示で露出測定が可能となります。

映画撮影カメラに適したモードです。ISO感度、フレームレート、シャッター
開角度を設定することで、0 . 1ステップ毎の絞り値表示で露出測定が
可能となります。

ムービー撮影、映画撮影向けに露出測定機能を充実

測定データをL-858Dから転送

アナログスケール上に撮影露光域

（ダイナミックレンジ）を表示

【MID．TONE表示画面】

MID．TONE表示画面

【カメラ感度特性設定画面】

フラッシュ光成分をパーセント表示

定常光成分（オレンジ）

フラッシュ光成分（ブルー）

● 撮影露光域はゼロ目スケール上で、標準露出を中心に±3段（入射光測定時）、±7段（スポット測定時）の表示が可能。
● “フレームレート”と“シャッター開角度”の設定も可能となり、動画／映画カメラ向けにカメラ露出プロファイルの作成が可能。

● 広域なフレームレート数の設定（1～1,000f/s）
● キャメラのシャッター開角度設定（1°～358°）
● フィルター補正が可能（±12 EVの数値入力または登録済みフィルター名から選択）

【フラッシュプリ発光回数画面】

フラッシュ光　50％フラッシュ光　20％ フラッシュ光　80％

HDシネカメラモード

【測定画面】 【測定画面】

【ファインダー】

ファインダー内、スポット側光（1°）の測定範囲

【測定画面（入射光）】 【入射/反射切換画面】 【測定画面（反射光）】

シネカメラ測定モード

その他の機能

・モニター機能

・メモリー機能（9点）

・アベレージ機能

・積算測定（0～ 99回）

・指示補正機能

・本体ファームウエアのバージョンアップ対応

・電池容量表示

・自動電源OFF機能

・三脚固定ネジ穴

・光球・平板切替機能

・液晶タッチパネル搭載

・簡易照度測定（Lux）と

　簡易輝度測定（cd/m²）の測定

・カスタム設定機能

・汎用性の高い単三電池を使用

・視度補正機能（スポット接眼部）

　（-2.5～1D）

【ファインダー内表示】 【ファインダー内表示】

フィルター補正のアイコン フィルター補正のアイコン

シャッター開角度フレームレート

フレームレート

スピードマスター L -858D



ライトマスター プロ L - 4 7 8 D

■ 直感的な操作が可能な大型カラー液晶タッチパネルを採用

■ ビューファインダー 5°（オプション）使用でスポット測光が可能

■ 露出プロファイル機能搭載

入射光式 反射光式（5°）
着脱式切り換え

フラッシュ光定常光

露出プロファイル対応

L-478D
JANコード　4962294011468

製品ページ▶

ビューファインダー5°
JANコード　4962294014643

露出計アクセサリーページ▶

MENUボタンを長押しすることで画面上にロックが掛かり
不用意な操作を防止することができます。ロック中は画面右上
に鍵の小アイコンが表示され、
タッチパネルに触れるとロック
中であることを大アイコンで
知らせます。ロック中も露出
測定とメモリー機能は使用でき
ます。

オプションのビューファインダー5°を使用すれば受光角5°のスポット測光に
対応することができます。（スポット測光についてはP13に記載されています）

照度が0.63lx～2,000,000lx、輝度が1.0cd/㎠～980,000cd/㎠※の範囲で
測定できます。

光球・平板の切り換えが光球を交換することなくワンタッチで行え
ます。

電源には汎用性の高い単四電池（2本）を
採用しました。環境問題にも考慮した充電池も
使用可能です。

分離測光は日中シンクロなどのミックス光での露出測定に便利な
機能です。一回の測定で全光量に対するフラッシュ光の割合を
10％ステップで細かく見ることができ、液晶下部のスケール上
でもフラッシュ光、定常光、全光量の測定値が表示されます。

L-478Dは写真撮影用の露出測定機能だけではなく、ムービー
撮影・映画撮影向けの露出測定機能も装備されています。デジタル
カメラのムービー機能やデジタルビデオカメラでの撮影に適した
HDシネカメラモードと映画撮影用カメラに適したシネカメラモードを
搭載しています。

シネカメラモードを使用する際にカメラのシャッター開角度を1°～358°
（82段）で設定することができます。また、シネコマ数も1～1000コマ
まで47段での設定が可能。シャッター開角度/シネコマ数共に
ユーザー設定にて20個追加設定可能です。

L-478Dには露出プロファイル機能が搭載されています。露出プロファイル機能を使用することで、ご使用になるデジタルカメラのシャドー
からハイライトまでの撮影露光域（ダイナミックレンジ）を露出計の液晶画面（ゼロ目スケール）で確認することができます。
（露出プロファイルの詳細はP14～P15に記載されています）

デジタルカメラのムービー機能や
デジタルビデオカメラに適したモード
です。ISO感度、シャッター速度、
フレームレートを設定することで、
0.1ステップ毎の絞り値表示で露出
測定が可能となります。

映画撮影カメラに適したモードです。
ISO感度、フレームレート、シャッター
開角度を設定することで、0.1ステップ
毎の絞り値表示で露出測定が可能
となります。

小型・軽量化を実現し、女性でも扱いやすい大きさとなっています。 さらにエルゴノミック（人間工学的）なデザインによる高いホール
ディング性を実現しています。

ビューファインダー5°（オプション）使用でスポット側光に対応 光球・平板切替機能

その他の機能汎用性の高い単四電池を使用

露出プロファイル機能

照度・輝度測定が可能 画面ロック

シャッター開角度/ 広範囲なシネコマ数に応じた設定が可能

小型・軽量化を実現

フラッシュ光と定常光の分離測光

ムービー撮影、映画撮影向けに露出測定機能を強化

・モニター機能

・メモリー機能（9点）

・アベレージ機能

・積算測定（0～ 99回）

・指示補正機能

・TF優先測定モード搭載

・本体ファームウエアのバージョンアップ対応

・電池容量表示

・自動電源OFF機能

・指示補正機能

・フィルター補正値登録済み

・カスタム設定機能

フラッシュ光成分をパーセント表示

定常光成分（オレンジ）

フラッシュ光成分（ブルー）

フラッシュ光　20％ フラッシュ光　50％ フラッシュ光　80％

L-478 シリーズに装着したビュー
ファインダー内。測定エリアは5°

■撮影露光域はゼロ目スケール上で、標準露出を中心に±3段（入射光測定時）、±7段
　（スポット測定時）の表示が可能

■“フレームレート”と“シャッター開角度”の設定も可能となり、動画/ 映画カメラ向けに
　カメラ露出プロファイルの作成が可能

※ビューファインダー（別売）装着時

アナログスケール上に撮影露光域
（ダイナミックレンジ）を表示



フラッシュ光電波
コントロール機能

L-478DR-EL
JANコード　4962294011765

製品ページ▶

EL スカイポート搭載
フラッシュ群

EL スカイポート
トランシーバーRX

EL スカイポート
レシーバー

EL スカイポートモードで 1/150 秒までのシンクロ速度のノーマルモードと
1/250 秒のシンクロが可能なスピードモードに対応しています

ライトマスター プロ L-478D にエリンクローム社の EL スカイポートワイヤレスシステムを搭載したモデルがライトマスター プロ 
L-478DR-EL になります。EL スカイポートワイヤレスシステムに対応したエリンクローム製フラッシュの光量調整やモデリングランプの
ON/OFF や光量調整が可能となり、最大で 20 チャンネル、４グループという大規模な多灯照明セットのコントロールを行うことがで
きます。また、EL スカイポートユニバーサルモジュールを接続したフラッシュを発光させることができます。各種設定、操作は L-478
シリーズで定評があるタッチパネルを使ったオペレーションなので直感的に扱うことができます。日本国内の電波法認証を取得して
いますので安心してご使用いただけます。

電波に関する仕様

電波方式：2.4GHz（Elinchrom 無線システム）

メインチャンネル：ch1～ch20（FCC,CE,日本）

グループ設定：G1,G2,G3,G4を設定可能、択一またはALL

選択可能　

パワーコントロール：フラッシュ、モデリングランプ

UP/DOWN（ステップ:0.1）

転送モード：モード：No rma lモード および Speedモード

フラッシュパワー
コントロール画面

フラッシュパワー
コントロール画面（例）

フラッシュパワー
コントロール画面

露出計に関する機能は L-478D と同じ機能を備えています。露出プロファイルにも対応し、ビューファインダー ５°（オプション）
を使ったスポット測光も可能です。動画撮影向け機能も同様なのでムービー撮影にも対応できます。また、シネカメラで使用される
ISO850 にも対応しています。

測定モード表示
（写真はフラッシュ光電波トリガーモード）



スポット測光について入反射測定について

スポット測光が可能なL - 858D、L - 478シリーズ

L-858D L-478 シリーズ

スポット測光は反射光式の測定方法のひとつです。遠景の撮影やネオンのような発光体など入射光測定のできない被写体に利用します。
スポット測光はカメラ内蔵露出計と違い受光角度を５°以下と極めて狭い範囲を測定することができるので、自分の狙った箇所の露出を的確に
測ることができます。但し、反射率18％の被写体を基準とするため18％以外の被写体を測定する場合は測定値に露出補正が必要になります。
被写体の色によっても反射率は変わりますので色や反射率による補正値を覚えて使いこなすには、ある程度の知識と経験が必要です。
スポット測光を使いこなせるようになると光を自由にコントロールして意図した写真表現にすることができます。

L-858D、L-478シリーズでスポット測光を行うことができます。L-858Dは内蔵ビューファインダーを使って1°のスポット測光（7P参照）、L-478シリーズは
オプションのビューファインダー5°を受光部に取り付けて5°のスポット測光が可能（9P参照）。スポット測光時はビューファインダー内に表示されている
エリアのみ測光しているので、意図したエリアの露出値の測定や被写体の輝度差（ハイライトからシャドーまで）を見るのに最適です。

狙ったエリアの露出測定ができるスポット測光を有効に活用する機能がメモリー機能です。L-858D、L-478シリーズは最大9点まで測定値を
メモリーすることができ、メモリーした測定値は画面のスケール上に表示され、各測定値の露出差を把握するときに便利です。また、
メモリーした測定値の平均露出を表示するアベレージ機能も備わっています。

背景が白い被写体と黒い被写体を露出計の測定値の露出のままで撮影を行うと、入射光測定は背景の影響を受けず、白は白、黒は
黒になります。反射光測定は背景の反射率の影響を受け、背景が白い場合、黒い場合共にグレーになります。被写体は白い背景が露出
アンダーに、黒い背景が露出オーバーになりますので適度な露出を得るためには露出補正が必要です。

L-858Dはファインダー内で
露出の確認ができます

（L-858D、L-478シリーズ）

入射光式の特長は、被写体に入射する光を測定して露出を

決めるので被写体の反射率や背景の明るさに影響されない

露出値が得られます。

測定方法は基本的に被写体位置で光球をカメラ方向、

正しくはレンズの光軸方向に向けて測定します。

測定時に被写体へ近づける人物や花などに有効です。

また、各種フラッシュ撮影にも有効です。ネオンサインなどの

発光体、ステンドグラス、逆光の花びらなどの透過光の

測定はできません。

フラッシュ撮影時にフラッシュ光と定常光の成分比を％で

測定することもできます。

反射光式の特長は被写体から反射した光を測定して露出を

決めるので被写体反射率や明るさ、色などに影響された値を

示します。指示値のままでは白っぽい被写体の場合は露出

アンダー、黒っぽい被写体の場合は露出オーバーとなる

ので露出補正が必要です。

測定方法はカメラ位置から被写体方向へ向けて測定します。

5°以下の狭い角度（スポット）が測定できる機種は画面内の

被写体の明るさが異なる数箇所を測定し、輝度差を見る

ことができるため、フィルムまたはセンサーの再現領域に

入っているかどうか確認できます。

風景などの対象に近づけない被写体や強いコントラストが

ある場合、発光体や透過光に有効です。

メモリー数

アベレージ表記

メモリーされている測定値



露出プロファイル機能

L-858D

PCと露出計をUSBケーブルでつなぎプロファ
イルデータを露出計に転送します。L-858D、
L-478シリーズで最大10件までのプロファイル
データを露出計本体にメモリーし、スケール
上で表示することができます。また、Data 
Transfer Softwareは露出プロファイルの作成
や露出計へのデータ転送以外にも露出計の
カスタムセッティングの変更やファームウェアの
バージョンアップを行えます。

カメラ内蔵露出計のみで撮影。逆光の影響で露出バランスが悪く、
バックが白とびし、被写体のケーキとフルーツがアンダー目に写って
います。作例のような、輝度差の大きな撮影条件では、正確にダイナ
ミックレンジを把握していないとハイライトやシャドーが思い通りに再現
できません。

フィルムと違いデジタルカメラは機種やソフトウェアによって再現性が変わってきます。露出プロファイル機能は、それぞれのデジタルカ
メラの再現可能な領域を露光域としてグラフ、数値化しプロファイルすることができます。
プロファイル化するには専用ソフトウェア「Data Transfer Software」を使い、下記の露出プロファイルの手順で作成します。プロファ
イル化された露光域はデジタルカメラのダイナミックレンジとして露出計に転送することで測定した露出が露光域かどうか確認し、露出
決定の判断材料として活用することができます。セコニック露出計の中でL-858DとL-478シリーズが露出プロファイル機能に対応して
おり、最もデジタルカメラと親和性が高いモデルになっています。
また、シネコマ数、シャッター開角度に対応し、デジタルカメラだけではなくシネカメラの露出プロファイルも作成することができます。

設定された露出プロファイルは
L-858D、L-478シリーズのあらゆる
機能と連動します。露出計の測定値
がカメラのダイナミックレンジ内か
どうか確認することができます。

入射光式測定とスポット測光を組み合わせることで露出プロ

ファイルを完全に使いこなすことができます。入射光測定で

基準となる露出をミッドトーンとして設定し、スポット測光で

構図の中のハイライト、シャドーなど木になる箇所の露出を

測定していきます。メモリー機能を使えば測定値をダイナミック

レンジのスケール上に表示できるため、どの測定値がダイナ

ミックレンジ外となっていてミッドトーンとの露出差がいくつに

なっているか等、露出の状態を一目で把握することができます。

ご使用のデジタルカメラ、レンズを使用して露出
プロファイルターゲット（別売）を撮影します。
Data Transfer Software Ver 5.0以降で
はX-Rite社のColor Checkerだけではなく、
datacolor社SpyderCHECKRにも対応。
露出プロファイルターゲットを３回撮影する
だけで露出プロファイルを作成することがで
きます。

撮影した画像をData Transfer Software
に取り込みます。撮影データがRAWの場合
はTIFFかJPEGに変換してから取り込みま
す。ISO感度など必要な撮影データを入力
すればData Transfer Software上でカメ
ラのダイナミックレンジのグラフや表示補正値
を自動計算します。複数のカメラのデータが
作成できるので名前を決めてプロファイルデ
ータを保存します。



設定画面
（フレームレート）

シャッター開角度設定画面

簡易照度測定画面

簡易照度測定画面測定画面（シネカメラモード）

測定画面（HDシネカメラモード）

測定画面(シャッター速度優先モード)

【定常光測定】

【フラッシュ光測定】

測定画面（絞り優先モード）

測定画面（フラッシュ光コードレスモード） 測定画面（フラッシュ光コード接続モード）

EV測定画面

22mm63mm

受光部 1
光球を向かって左側へスライド
させれば、光球を使用した入射光
式測定ができます。

受光部 2
光球を向かって右側へスライド
させれば、ワンタッチで40°の反射光
式測定ができます。

受光部 3
別売オプションの平板を装着すれば、
照度及び平板を使った入射光式
測定が行えます。

フラッシュメイト L -308X

L-308Xは幅63mm、高さ110mm、厚さ22mmと非常に小さくコン
パクトな露出計です。重さも95g（電池含む）と軽量で、カメラバック
の隙間やポケットへ入れて持ち運んでも気にならない大きさと重さと
なっています。

シャッター速度、絞り値共に1、1/2または1/3ステップで設定が可能。
また電源は汎用性の高い単三電池（1本）を使用。
±0.1EVでの指示補正値（ユーザーキャリブレーション）を搭載。露出
補正やフィルター補正として応用できます。

・電池容量表示
・自動電源OFF

■ ポケットサイズ、簡単操作の露出計

■ フォト、HDシネカメラ、シネカメラの各モードを搭載

■ 無機ELバックライトを搭載

■ 新たに絞り優先モードを追加

小型・軽量のポケットサイズ露出計 入射測光、反射測光がワンタッチ切り替え

L-308Xはフォトモード、HDシネカメラモード、シネカメラモードの3つのモードを搭載しています。それぞれのモードの切り替えで、各撮影に合わ
せた情報が表示されます。

3つの表示モード

セコニック自社開発の無機ELバックライトを搭載。夜間や暗転したスタジオでの
操作性が向上しました。暗所（5EV以下）で自動点灯します。自動消灯後にISO
ボタンを押すと再点灯します。5EVより明るい所で点灯させる場合は光球を手で
覆いISOボタンを押します。

バックライト新搭載

アクセサリー（別売）

デジタルカメラのムービー機能やデジタルビデオ
カメラなどに適したモードです。シャッター速度と
フレームレートを設定し、0.1ステップ毎の絞り値
表示で露出測定及び光源のコントロールをする
ことができます。

HDシネカメラモード

デジタルシネカメラ（映画撮影カメラ）に適した
モードです。使用頻度の高いフレームレートと
シャッター開角度を設定し、0.1ステップ毎の露出
コントロールが可能です。簡易照度測定（ルクス）
を使って、光量を素早くセッテイングすることが
できます。

シネカメラモード

従来の写真撮影（デジタル/フィルム）に適した
モードです。定常光およびフラッシュ光（コード
レスまたはコード接続）でのシャッター速度優先、
定常光での絞り優先による露出測定や、EV
測定が可能です。

フォトモード

充実した基本性能 その他の機能

110mm

L-308X 用白色平板
L-308Xで照度測定、もしくは平面
の被写体、ライトバランスの露出を
計る際に使用します。

L-308X
JANコード　4962294011994

製品ページ▶

JANコード 4962294013981

製品ページ▶



L-398A
JANコード　4962294011352

製品ページ▶ L-208
JANコード　4962294013257

製品ページ▶

受光部をスライドさせるだけで入射光式と反射光式が簡単に切り
替えられます。反射光式は33°を受光角とし、スケール板上の扇型
の部分が33°を示しています。カメラ内蔵のTTL中央部重点測光
と同じような露出の測り方になります。

L-208は幅45mm、高さ65mm、
厚さ24mmと手のひらに収まる
大きさの露出計です。重さも
45g（電池含む）と軽量化を
実現しています。

L-398Aは指針式アナログメーターの
ため、指針の振れ具合により露出を読
むことが可能です。



露出計　仕様一覧表

デジタルシリーズ アナログ（ダイヤル式）シリーズ



スペクトロマスター  C - 800

■ 光源を選ばない分光式センサー採用

■ 定常光、フラッシュ光の測定が可能

■ スペクトログラフや 4 種の演色評価指数をグラフ表示

C-800
JANコード　4962294012021

製品ページ▶

スペクトロマスターC-800はCMOSリニアイメージセンサーを採用した分光式のカラーメーターです。

従来のRGBフィルターセンサー方式では苦手としていたLEDや蛍光灯等の光源も正確に測定することができます。分光式を採用する

ことによって光源の色温度測定、補正値以外にも、分光分布グラフや各種の演色評価指数など多数の測定値表示が可能となりました。

単体の分光式カラーメーターとしては世界初のフラッシュ光測定を可能としたC-700の性能を引き継ぎ、あらゆる光源へ対応。4.3インチ

カラータッチパネルを搭載し、ほとんどのオペレーションを画面上のタッチ操作で行えるため直感的でイージーな操作性を実現。従来の

カラーメーターで要求された煩雑な操作手順から開放されています。ｘ,ｙ色度座標やHue、Saturationのテキスト表示も追加され、それ

ぞれの分光特性に最適化された測定を行うことができます。

スペクトロマスターC-800は、感覚で捉える光を数値化し扱うことのできる究極の光源色管理ツールなのです。

スペクトロマスター C-800は受光センサーにCMOSリニアイメージセンサーを採用。
正確な色再現を求めるため380nm～780nmの波長範囲で分光測定を行います。分光
測定を行うことで従来から使用されている定常光照明器具（タングステン光やHMI
など）だけではなく、近年撮影現場で増加しているLEDや蛍光灯などの光源も正確
に測定することができます。

スペクトロマスターC-800は可視光内の光に含まれる色の成分を視覚化した分光
分布グラフを表示できます。照明機材仕分けや経年変化の観察などの光源管理
の他、照明機器の簡易検査にも使用できます。

スペクトロマスターC-800の測定範囲は定常光で色温度が1,600～40,000K、照度が1～200,000lx、
フラッシュ光で色温度が2,500～40,000K、照度が20～20,500lx・s という広範囲を実現しました。

スペクトロマスターC-800は4種の演色評価指数を搭載。様々なジャンルでの光の色評価に対応します。

スペクトロマスターC-800は独自の蓄積型センサーとセンサー特性を最大限に生かす光学系の開発により分光式測定でのフラッシュ
光測定が可能となりました。シンクロコード接続、またはコードレスモードでの測定ができ、測定範囲は2 0～ 2 0 , 5 0 0 l x・s
（F2.8～90 .0相当）を実現しました。

光源色管理の究極ツール

様々な光源に対応 （LED、HMI、蛍光灯、タングステン光、自然光など）

フラッシュ光測定

分光分布グラフを表示

幅広い測定範囲

各種演色評価グラフを表示

SSIモード

SSIは映画芸術科学アカデミーが開発した演色評価指
数で、CIE標準光源（タングステンやデイライトのD55
など）、もしくはメモリーした光源との比較を指数とグラ
フで表示します。C-800がカラーメーターとしては世
界で初めて搭載しました。

TLCI/TLMFモード

TLCIはカメラの特性を演算に入れ、テレビ映像の作成
を前提とした演色評価指数です。CRIと同じように100
点満点のスコアで表示します。
また、TLMFと呼ばれる、基準の光源（メモリした値）と
の比較を指数で表示する機能も有しています。

TM-30モード

TM-30は99色の基準色と人間の目の特性を元に、Rf(
色忠実度)とRg(鮮やかさ)を指数で表示します。数値と
カラーベクトルグラフィックで表示されます。

CRI比較モード

CRIは長く使用されてきた最もスタンダードな演色評価
指数です。C-800ではCRIの比較モード（メモリー値と
現在の測定値比較）も搭載しました。

C-800





スペクトロマスター  C - 800

スペクトロマスター C-800の使用例

Hue/Sat（色相 / 彩度）測定に使用する色空間と白色点を下記の範囲で設定
色空間： HSV、HSI
白色点： D65、D55、D50、3200K、2800K

色空間（Hue/Sat）

プリセットの編集を設定

C-800

C-800



スペクトロマスター C-7000 は産業用測定に特化させたポータブル測定器です。心臓部分である分光センサーには C-800 と同じ CMOS
リニアイメージセンサーを採用することで LED や蛍光灯等、あらゆる光源を正確に測定することができます。測定できる項目は Tcp
（相関色温度）、⊿uv（偏差）、X,Y,Z / X10,Y10,Z10（三刺激値）、x,y,z / x10,y10,z10（CIE1931/1964 色度座標）、u',v' / u'10,v'10
（CIE1976 UCS 色度座標）、λd / λd,10（主波長）、Pe / Pe,10（刺激純度）、分光放射照度 Lux /Hlx（照度 / 露光量）、Ra（平均演色評価
数）、R1 ～ R15（特殊演色評価数）、Rf（色忠実度）・Rg（色域指数）、TLCI（テレビ照明一貫性指数）、TLMF（テレビ照明マッチングファク
ター）、SSI、（スペクトラル類似性指数）、λp（ピーク波長）、PPFD（光合成有効光量子束密度）と豊富でメモリー機能は最大で 999 となり
ます。測定したデータを 1nm 毎に CSV ファイルに出力が可能なので Excel 等に直接読み込むことができ、煩雑なデータ
管理も簡単に行うことができます。

ご使用される業種により異なる演色評価数を網羅しています。

CIE1931（CIE1964）

CIE で1931 年（CIE1931）、1964 年（CIE1964）に採択
された三色表色系です。CIE1931は2°視野、CIE1964は
10°視野の等色関数を元にした三刺激値のデータから
x,y（CIE1931）x10,y10（CIE1964）を求めます。観測視野が
4°を超える場合は視野角10°を、それ以下の場合は視野角2°を
適用します。

CIE1976

CIE で1976 年に採択された三色表色系です。
CIE1931、CIE1964と同様に等色関数を元にした三刺
激値のデータからu’,（v’視野角2°の場合）、u’10,v’10
（視野角10°の場合）を求めます。

各種演色評価グラフを表示

PPFD測定機能

・PCと本体をUSB で接続し専用ユーティリティソフトを使用する事で
測定結果（テキストデータ、各種グラフデータ）の表示・保存が可能

・分光放射照度データ（5nm/1nm）のCSVファイル出力が可能

・本体情報の確認や設定情報の変更が可能

・ファームウェアの更新が可能

専用ユーティリティソフト（Utility) Win/Mac対応

ご希望のお客様には、校正証明書（校正証明書、試験成績書、トレー
サビリティ系統図）の発行が可能です。

校正証明書の発行（有償）

C-7000をリモート制御したい開発者様向けにSDKを提供し、用途に
応じた測定システムの開発を自由に行う事が出来ます。SDKの提供を
ご希望のお客様は弊社営業担当までお問い合わせください。
※SDKの使用やご利用方法に関する質問はサポート対象外となります。

開発者向けにSDKを提供（無償）

SSIモード

基準光源に対して、測定した光源の違いを数値で表し
ます。光源の分光的な相似性を評価する指数です。

TLCI/TLMFモード

TLCIは基準の光源に対してカメラのセンサー特性を加
味して18色のカラーサンプルをつかって物体色の見え
方の違いを数値で表します。TLMFはTLCIの計算方法
を流用し２種類の光源の分光特性を数値で表します。

TM-30モード

基準の光源に対して99色のカラーサンプルを使って物
体色の見え方の違いを数値で表します。色の忠実性を見
るための指標（Rf)と光源のもつ鮮やかさの指標（Rg)が
あります。最新のファームウェアではTM-30-18を採用
しています。

CRIモード

測定した光源の平均演色評価数Raと特殊演色評価数
Ri（R1～R15）までの各評価数が数値とグラフで表示さ
れます。

植物工場の光源管理には光合成光量子束密度
（PPFD）が用いられます。C-7000 では PPFD値
を表示することができます。

C-7000
JANコード　4962294011611

製品ページ▶



照度計  i - 346 各種アクセサリー

照度計　仕様一覧表スペクトロマスター C-800/スペクトロマスター C-7000　仕様一覧表

i -346
JANコード　4962294011413

製品ページ▶

JANコード
4962294013219

JANコード
4962294013981

JANコード
4962294014414

JANコード
4962294013370

JANコード
4962294014643

JANコード
4962294014728

JANコード
4962294014995

露出計アクセサリーページ▶

フラッシュ対応の各露出計へ共通に使用できます。メーターとフラッシュ
を接続するためのシンクロコードです。3つのプラグを持ち、撮影時にシン
クロコードをカメラに差替える必要がなく便利です。露出計側の端子が
オス（ロック機構付）、カメラ・ストロボ側の端子が
オスとメスです。
※PC規格、全長5m（分岐前3.5m、分岐後は各1.5m）
※接続するカメラやフラッシュの端子形状が異なる場合、
　別途市販の変換ケーブルが必要になります。

カメラ露出プロファイルを作成する際に使用するチャートです。1/ 6EV間隔で白から黒まで25枚のパッチが
印刷されており、一度の撮影で18％グレーを中心に±2EVの濃度を確認することができます。また外側は樹脂製の
ため丈夫な作りになっています。（サイズ：2 3 0 mm×1 3 8 mm）尚、裏面は全面1 8％グレーカードとなって
おります。
※本ターゲットを使用すると最小3枚の撮影でカメラ露出プロファイルの作成ができます。

L - 308X用白色平板

L-308Xで照度測定、もしくは平面の被
写体、ライトバランスの露出を計る際に
使用します。

L-858D用ステップアップリング

露出プロファイルターゲットミニ

L-478DまたはL-478DR-ELと
ビューファインダー5°が入るケースです。

L-478シリーズ用 アクセサリーキットケース


